




上：「Audi quattro #SuperQ」には4 名のトップ

スキーヤーと、4名のプロスポーツアスリート

の計8名が参加

下：優勝を果たしたアルペンスキーのエース選手

であるヘンリック クリストファーセン（右）と、

MotoGPライダーのアンドレア ドヴィツィオーゾ

（左）

  

Audi quattro #SuperQ

雪道に優れた走破性を持つ“quattro（クワトロ）”

  

アウディを象徴するフルタイム 4WD 技術 “quattro（クワトロ）” が本領を発揮するウインター

シーズンが到来しました。アウディは 1980 年に、それまでオフロード車のものと思われていた

4WD 技術をスポーツクーペ（Audi quattro）に持ち込み、スポーティかつ安全に走行できる乗用車用

フルタイム四駆を開発。1981 年、それをベースとしたラリーカー、Audi quattro が WRC（世界

ラリー選手権）へ初参戦で勝利を上げ、4WD の常識を一変させました。

以来、quattro はモータースポーツにおいてさまざまな実績を残すとともに、乗用車においても

スポーツドライビングに欠かせない技術として進化を続けてきました。

アウディは今年、オーストリアのキッツビュールで毎年行われている「アルペンスキー ワールド

カップ ハーネンカム大会」の前座イベントとして初の試みとなる「Audi quattro #SuperQ（アウディ 

クワトロ # スーパー Q）」を開催。このイベントは DTM チャンピオンに 2 度輝いた経歴をもち、

今シーズンの FIA ワールドラリークロスのシリーズチャンピオンを獲得したマティアス エクスト

ロームからの提案で実現しました。雪と氷の特設コースにおいて、彼がラリークロス選手権で

ドライブする 580hpのマシン Audi S1 ESK RX quattroと、367hpを発揮するAudi RS 3 Sportbackを

用いてタイムを競うものです。

ドライバーは、4 名のトップスキーヤーと 4 名のプロスポーツアスリートの計 8 名が集結しました。

トップスキーヤーは、アルペンスキーのエース選手であるヘンリック クリストファーセン（ノルウェー）

をはじめ、フレックス ノイロイター（ドイツ）、マルセル ヒルシャー（オーストリア）、テッド リゲティ

（米国）の 4 名、プロスポーツアスリートは、フリースタイル スキーヤーのジョン オルソン

（スウェーデン）、プロ自転車選手（ストリートトライアル）のダニー マカスキル（英国）、

MotoGP のスターであるアンドレア ドヴィツィオーゾ（イタリア）、2 輪耐久レースのスター

ライダー、タデウス ブラズシアク（ポーランド）の 4 名が参加。トップスキーヤーとプロスポーツ

アスリートで 2 名ずつのペアによる激しい戦いが繰り広げられました。その結果、ヘンリック 

クリストファーセンとアンドレア ドヴィツィオーゾのスキー界とレーシング界のスターコンビが

優勝を果たしました。

「実のところ、とても怖かった。僕ならとっくにブレーキを踏んでいるところで、アンドレアは

アクセルを踏み続けていたからね。しかし、それも含めて、素晴らしく楽しい 1 日でした。こうした

クルマを運転できること自体爽快ですが、僕にとってはこれが、キッツビュールでの初勝利です」と、

クリストファーセンはレース後に語っています。

近年はアウディジャパンでも、北海道士別市をはじめとした日本各地で、雪道や雨のシーンなどで

運転が体験できるドライビング講習会「Audi driving experience�̄ �›�î�ª�̀ �o�S�“�zquattroならではの

性能を体験できる機会の提供と、悪路での運転スキルを身につけるための活動を展開しています。

▶ December Issue (November 30, 2016)

1981年にWRC（世界ラリー選手権）に参戦し、

4WDの既成概念を覆した「オリジナル クワトロ」。

このチャレンジ以降、quattroはアウディの

革新性を象徴する技術として進化を続けている

参照元：http://www.audi.com/en/lifestyle/sportsponsoring/Hahnenkamm2016.html



▶ December Issue (November 30, 2016)

Audi Lunar quattro

未来の有人月面移動車のコンセプト：Rover IIをデザイン

アウディは民間宇宙探査レース「Google Lunar XPRIZE」への挑戦に向け、信頼性の高い 4 輪駆動

システムを備えた月面移動車『Audi Lunar quattro（アウディ ルナ クワトロ）』の開発を進めています。

「Google Lunar XPRIZE」は、Google のスポンサードによってスタートした民間宇宙探査機に

よるコンテストで、「月面へ安全に着陸する」、「月面で 500 メートル自走する」、そして「月世界の

様子を高解像度画像で地球に送信する」という 3 つのミッション達成を目指しています。この

コンテストには世界各国から 25 チーム以上がエントリーしており、ドイツからは唯一「Part-Time 

Scientists」が参加。アウディは技術と資金の両面で 2015 年より同チームをサポートしています。

コンテスト期間は 2016 年 12 月 31 日まで。勝ち残ったチームは 2017 年末までにミッションを

クリアする必要があり、成功報酬として 2000 万ドルの賞金が与えられます。Audi Lunar quattro は、

今年末に最初の試験走行を完了する予定です。

この度、無人の月面探査車である Audi Lunar quattro を進化させ、有人の月面移動車である

「Rover II」のデザインアイデアを、アウディ コンセプト オートモーティブ デザイン部門に勤務

する 2 人のデザイナーが描きました。

シニアデザイナーのラーモン セラーズ サーベントによるデザインは人の腕のような動きをする

半球形ホイールを備えており、垂直にそびえる岩のあいだでも移動可能なコンセプトとなっています。

「これは、月面で走行するのに適したグリップ力があり、最高に効率的かつ技術的にも進化した

quattro の姿を思い描いたものです。4 つのホイールは 360 度回転し、人の腕のように自由に

動かすことができます。また両側を岩の壁に囲まれて地面から高く浮いたところでも移動が可能で、

極限的な条件下でも走行することができます」と解説します。 

もうひとりのデザイナー、スベン フォルハルツが描いた地球外惑星走行車のコンセプトにも、数々の

革新的なアイデアが用いられています。例えば、この車両には「ドライビング」と「作業」の 2 つの

走行モードが設定され、月面移動車から外に出なくても惑星のサンプルを収集できるようになって

います。しなやかなトカゲのように車体を前傾させ、岩だらけの土地からまるで生き物のように

サンプルをかじりとることもできます。

アウディはこれまで、フルタイム 4WD 技術や車体の軽量化、ハイブリッド技術などレースで得た

知見を次々と市販車にフィードバックしてきました。また近年は自動運転システムの開発にも

積極的に取り組んでおり、画像認識技術や AI（人工知能）の発達も飛躍的に進んでいます。地球から

約 38 万 km 離れた、日なたと日陰の寒暖差が数百℃にも及ぶ、とても険しい地表の月面で Audi 

Lunar quattro が得た技術も将来のアウディモデルに活かされていくでしょう。そして、アウディの

デザイナーが自由な発想で描いたこれらのスケッチが、いつの日か現実のものとなるのです。

参照元：http://www.audi.com/en/lifestyle/culture/RoverII.html

「Audi Lunar quattro」のベースとなる、
Part-Time Scientistsチームの月面探査車。
大部分がアルミ製で、可変式ソーラーパネルが
太陽光を取り込んでリチウムイオンバッテリー
を充電し、4つの電気ホイールハブモーターに
電力を供給する仕組みとなっている

ラーモン セラーズ サーベントがデザインした
コンセプトモデル。
360度回転する４つのホイールを備えている

スベン フォルハルツがデザインしたコンセプト
モデル。「ドライビング」（上）と「作業」（下）の
2つの走行モードが設定され、「作業」モード
ではアームが伸びて惑星のサンプル収集ができる
ようになっている

左：ラーモン セラーズ サーベント
右：スベン フォルハルツ


